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『
松
浦
宮
物
語
』
と

「
松
浦
」
関
係
説
話

『松
浦
宮
物
語
』
は
、
早
く
に
小
山
田
与
清

『松
浦
物
語
考
』
に
よ
っ

て
、

「松
浦
宮
物
語
と
い
う
よ
し
は
、
上
巻
に
、
‥

〈中
略
〉
‥
こ
そ
よ

り
ま
つ
ら
の
山
に
宮
を
つ
く
り
て
、
帰
り
た
ま
は
む
ま
て
は
、
そ
な
た
の

空
を
見
む
云
々
‥

〈中
略
〉
…
下
巻
に
さ
し
も
ま
も
り
つ
よ
き
御
道
の
し

る
へ
な
れ
は
、
ま
つ
ら
の
宮
に
ま
ち
よ
ろ
こ
ひ
給
ふ
ほ
と
の
事
も
、
た
ゝ

お
し
は
か
る
へ
し
云
々
、
な
と
あ
る
詞
に
よ
れ
る
也
け
り
」
と
母
宮
が
松

浦
の
山
に
宮
を
作
り
弁
少
将
の
帰
路
を
待
つ
、
と
い
う
物
語
中
の
一
要
素

が

「
松
浦
宮
」
と
い
う
命
名
の
出
来
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
物
語
中

「
松
浦
」
と
い
う
こ
と
ば
自
体
も
、
与
清
が
物
語
か
ら

抜
枠
し
た
二
箇
所
に
現
わ
れ
る
だ
け
で
あ
り
、

「
松
浦
」
の
山
で
母
が
待

つ
と
い
う
要
素
も
、
以
後
の
物
語
展
開
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
は
今

一
つ
不
明
瞭
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
、
物
語
の
進
行
上
そ
れ
ほ
ど
重
要
な

役
割
を
果
た
す
と
は
思
わ
れ
な
い

「
松
浦
」
と
い
う
語
を
物
語
の
標
題
と

す
る
と
い
う
、
作
品
の
名
と
物
語
内
容
の
飢
婦
は
、
す
で
に
諸
氏
に
よ
っ

て
物
語
構
想
の
破
綻
と
し
て
捉
ら
え
ら
れ
て
き
た
。

「
松
浦
」
と
い
う
要
素
が
物
語
の
展
開
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
の
か
、

物
語
の
構
想
は
破
綻
し
て
い
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
慎
重
に
問
わ
れ
な

海

野

　

圭

介

け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

「松
浦
宮
」
と
い
う
題
号
の
命
名
理
由
に
つ
い
て
、

錦
仁
氏
は
、
母
宮
が

「
松
浦
の
山
」
に
宮
を
造
り
子
を

「待
つ
」
、
ま
た
、

母
宮
だ
け
で
は
な
く
弁
少
将
と
関
係
す
る
女
性
が
常
に

「待
つ
」
人
の
役

を
負
わ
さ
れ
る
、
と
い
う
点
に
注
目
さ
れ
、

「
松
浦
に
宮
を
造
っ
て
子
の

帰
り
を
待
つ
と
い
う

『松
浦
宮
物
語
』
の
題
名
の
ゆ
え
ん
」
を
指
摘
し
、

「
題
名
の
意
味
は
ゴ
ー
ル
ま
で
貫
か
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
」
と
い
う
見

解
を
示
さ
れ
た

（１
）
。

確
か
に
、
母
宮
が
子
を
待
つ
、
と
い
う
場
面
は

『松
浦
宮
物
語
』
冒
頭

部
と
末
尾
部
に
位
置
し
、
物
語
を
挟
み
込
む
形
で
大
枠
を
構
成
し
、
登
場

す
る
女
性
は
皆

「待
つ
」
人
で
あ
る
が
、
物
語
の
構
想
の
面
に
戻

っ
て
考

え
る
の
な
ら
ば
、
そ
の
展
開
と
の
関
わ
り
、
内
部
に
散
在
す
る
他
の
要
素

と

「
松
浦
」
と
の
相
互
の
関
係
な
ど
、
な
ぜ

「松
浦
」
で
あ
る
必
要
が
あ

る
の
か
と
い
う
問
題
は
依
然
残
さ
れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
小
稿
で
は

一
つ
の

試
み
と
し
て
、

「
松
浦
」
に
関
係
す
る
先
行
説
話
類
を
概
観
し
、

「
松
浦
」

の
語
の
敷
術
す
る
範
囲
、

「
松
浦
」
関
係
説
話
が
何
処
ま
で

『松
浦
宮
物

語
』
の
構
成
素
材
と
し
て
構
想
に
関
わ
る
可
能
性
を
持
つ
の
か
、
と
い
う

点
を
考
え
て
み
た
い
。
勿
論
、
以
下
に
参
照
す
る

「
松
浦
」
を
め
ぐ
る
説
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話

。
物
語
を
以
て
、
単
純
に

『
松
浦
宮
物
語
』
作
成
上
の
直
接
典
拠
と
は

認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
承
知
の
上
で
あ
る
。

『松
浦
宮
物
語
』
で
母
宮
が
宮
を
造
り
弁
少
将
を
待
つ
場
所
と
さ
れ
る
、

「
松
浦
」
の
地
名
を
付
す
説
話
の
初
見
は
、

『肥
前
国
風
土
記
』
松
浦
郡

の
記
事
で
あ
ろ
う
。

『肥
前
国
風
土
記
』
は
松
浦
郡
内
の
地
名
を
列
挙
し

夫
々
由
来
を
説
く
が
、
そ
の
中
の
一
つ
、

「
櫂
振
峰
」
の
項
は
、
任
那
に

向
か
い
船
出
す
る
大
伴
狭
手
彦
を
送
る
弟
日
姫
子
が
、

「招
振
峰
」
に
登

り
ひ
れ
を
振
り
狭
手
彦
を
招
い
た
故
事
を
挙
げ
、

「
招
振
峰
」
の
命
名
の

由
来
と
す
る
。
こ
の
説
話
は
以
後
諸
書
に
展
開
さ
れ
る
、
所
謂

「
ひ
れ
振

り
」
説
話
と
ほ
ぼ
同
形
で
あ
る
が
、

『肥
前
国
風
土
記
』
で
は
、
ひ
れ
振

り
を
し
た
人
物
を
弟
日
姫
子
と
し
、
中
世
説
話
集
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

「
（松
浦
）
さ
よ
姫
」
の
名
は
挙
げ
ら
れ
な
い
。

ひ
れ
を
振
る
女
性
の
名
を

「
さ
よ
姫
」
と
し
、
以
後
の

「
さ
よ
姫
」
を

女
主
人
公
と
す
る

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
の
原
型
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
の

は
、

『肥
前
国
風
土
記
』
で
は
な
く

『萬
葉
集
』
巻
第
五
所
収
の
山
上
憶

良
の
歌
と
そ
の
詞
書
で
あ
る
。

『萬
葉
集
』
巻
第
五

・
八
七

一
番
歌
詞
書

に
は
、大
伴
佐
提
比
古
郎
子
　
特
被
朝
命
　
奉
使
藩
国
　
艤
樟
言
帰
　
稽
赴

蒼
波
　
妾
也
松
浦

後
晏
面
嵯
此
別
易
　
歎
彼
会
難
　
即
登
高
山
之
嶺

通
望
離
去
之
船
　
恨
然
断
肝
　
錯
然
鈴
魂
　
遂
脱
領
巾
鷹
之
　
傍
者

莫
不
流
沸
　
因
号
此
山
日
領
巾
磨
之
嶺
也
　
乃
作
詞
日

と
大
伴
佐
提
比
古
が
藩
国
へ
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
嘆
き
、
高
山

に
登
り
ひ
れ
を
振
っ
た
故
事
が
挙
げ
ら
る
。
こ
れ
は

『肥
前
国
風
土
記
』

と
類
似
す
る
説
話
で
あ
る
が
、

『萬
葉
集
』
で
は
、
ひ
れ
を
振
る
人
物
の

名
を

「妾
也
松
浦
　
佐
昼
Ｅ

と

「
さ
よ
姫
」
で
あ
る
と
す
る
。
こ
れ
ら
の

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
は
、

『松
浦
宮
物
語
』
に
も

「あ
ま
つ
ひ
れ
ふ
り
け

む
た
め
し
」

（角
川
文
庫
本
で
い
え
ば

〔五
〕
松
浦
の
宮

。
一
九
頁
）
と

あ
る
こ
と
か
ら
も
、

「
松
浦
」
と
い
う
地
名
を
持
出
す
に
あ
た
っ
て
意
識

さ
れ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。

「
松
浦
」
と

「
さ
よ
姫
」

「
ひ
れ
振
り
」
と
の
結
び
付
き
は

『
松
浦
宮

物
語
』
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
和
歌
に
お

い
て
も
、
名
所
歌
枕

「
松
浦
」
を
歌
に
詠
み
込
む
に
は
、

『堀
河
百
首
』

基
俊
歌

（初
恋

。
一
一
三

一
）
に
も

「
こ
の
ま
よ
り
ひ
れ
ふ
る
そ
て
を
よ

そ
に
み
て
い
か
ゝ
は
す
へ
き
ま
つ
ら
さ
よ
ひ
め
」
と
見
え
る
よ
う
な
、
歌

枕

「
松
浦
」
と

「
さ
よ
姫
」

「
ひ
れ
振
り
」
と
を
結
び
つ
け
て
詠
む
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
歌
枕

「松
浦
」
と

「
さ
よ
姫
」

「
ひ
れ
振
り
」
と

の
結
び
つ
き
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
強
い

（
２
）
。
ま
た
、
説
話
集
類
に

お
い
て
も
、
時
代
が
下
る
資
料
で
は
あ
る
が
、

『十
訓
抄
』

（古
典
文
庫

本
　
第
六
―
二
六
）

（３
）

『古
今
著
聞
集
』

（和
歌
部
六

。
一
七
九
、

一
八
〇
）
な
ど
も
、

「
松
浦
」
に
関
係
す
る

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
を
掲
載

す
る
が
、
や
は
り

「
さ
よ
姫
」
を
主
人
公
と
す
る
。

『松
浦
宮
物
語
』
を
見
る
と
、
説
話
集
類
と
は
異
な
り
、

「
ひ
れ
振
り
」

説
話
自
体
が
続
い
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
前
掲
部
分
に
母
宮
が
、

「
あ
ま
つ
ひ
れ
ふ
り
け
む
た
め
し
」
と

一
言

「
ひ
れ
振
り
」
に
触
れ
る
に

す
ぎ
な
い
。
別
れ
の
場
面
に

「
ひ
れ
振
り
」
の
一
語
が
添
え
ら
れ
る
も
の
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に
は

『落
窪
物
語
』
巻
四
の
帥
中
納
言
が
九
州
へ
下
る
時
に

「
い
ま
は
と

て
島
漕
ぎ
離
れ
行
く
舟
に
ひ
れ
振
る
袖
を
見
る
ぞ
か
な
し
き
」
の
歌
が
贈

答
さ
れ
る
例
が
あ
る
。
こ
の
場
合
も
、
や
は
り

『松
浦
宮
物
語
』
同
様
に

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
へ
の
言
及
は
な
く
、
単
に

「待
つ
」
と
言
う
た
め
の

慣
用
句
的
表
現
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
歌

枕

「
松
浦
」
と

「さ
よ
姫
」
の
結
び
つ
き
の
強
さ
の
た
め
、
説
話
の
内
容
、

そ
の
因
縁
を
説
か
な
く
と
も

「
ひ
れ
振
り
」
の
語
の
み
が
独
立
し
て
使
用

さ
れ
る
だ
け
で
、
別
れ
の
悲
し
み
を
強
調
す
る
役
割
を
果
た
す
た
め
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、

『松
浦
宮
物
語
』
で
は

「
松
浦
の
山
に
宮
を
つ
く
り
て
」

と
あ
る
よ
う
に
、
別
れ
を
嘆
く
母
宮
が
宮
を
造
る
場
所
も

「
松
浦
」
の

「
山
」
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
を
強
く
意
識
さ
せ
る
。

や
は
り

「
待
つ
」
と
い
う
要
素
以
外
に
も
、

「
松
浦
」
と
い
う
語

（場
所
）

は
物
語
に
対
し
何
等
か
の
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
他
に

「
松
浦
」
に
関
係
す
る
先
行
説
話
類
が
、

『松
浦
宮

物
語
』
の
構
成
に
関
わ
る
可
能
性
は
、
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「新
編
国
歌
大
観
』
の
範
囲
で
は
、
平
安
末
期
か
ら
鎌
倉
期
の
和
歌
実
作

に
詠
み
込
ま
れ
た
例
は
確
認
で
き
ず
、

『十
訓
抄
』

『古
今
著
聞
集
』
な

ど
の

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
を
挙
げ
る
説
話
集
類
に
も
付
記
さ
れ
な
い
が
、

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
と
の
関
係
を
持
ち
な
が
ら
、
あ
る
程
度
広
範
囲
で
流

布
し
た
と
思
わ
れ
る
説
話
が
存
す
る
。
院
政
期
歌
学
書
の
集
大
成
と
も
い

え
る

『袖
中
抄
』
を
見
て
み
た
い
。

「袖
中
抄
』
の

「
マ
ツ
ラ
サ
ョ
ヒ
メ

ヒ
レ
フ
リ
ノ
ミ
ネ
」
の
項
は
、

「
顕
昭
云
」

「
万
葉
第
五
云
」
な
ど
と

し
て
七
書
を
引
用
し

『萬
葉
集
』
巻
第
五

・
八
七

一
番
歌
の
注
解
を
試
み

る
が
、
そ
の
中
に

「童
蒙
抄
云
」
と
し
て

『和
歌
童
豪
抄
』
を
引
く
部
分

が
あ
る
。
童
蒙
抄
云
　
肥
前
国
風
土
記
日
　
昔
武
小
広
国
押
楯
天
皇
之
世
　
大

伴
狭
手
彦
連
任
那
国
シ
ツ
メ
カ
ネ
テ
百
斉
ノ
国
ヲ
ス
ク
ハ
ム
ガ
タ
メ

ニ
ミ
コ
ト
ノ
リ
ヲ
ウ
ケ
タ
マ
ハ
リ
テ
コ
ノ
ム
ラ
ニ
イ
タ
リ
ヌ
　
ス
ナ

ハ
チ
篠
原
村
弟
日
姫
子
ヲ
鰐
ト
シ
ツ
　
其
形
人
二
勝
タ
リ
　
別
去
日

鏡
取
而
婦
ニ
ア
タ
フ
　
婦
ワ
カ
レ
ノ
カ
ナ
シ
ビ
フ
イ
ダ
キ
テ
ク
リ
カ

ハ
ヲ
ワ
タ
ル
　
ア
タ
フ
ル
ト
コ
ロ
ノ
鏡
ヲ
ダ
イ
テ
カ
ハ
　
ニ
シ
ヅ
ミ

ヌ
　
コ
ゝ
ヲ
カ
ゞ
ミ
ノ
ヮ
タ
リ
ト
云
々
　
狭
手
彦
連
フ
ネ
イ
ダ
シ
テ

サ
ル
時
　
弟
日
姫
子
コ
ゝ
ニ
ノ
ポ
リ
テ
ソ
デ
ヲ
モ
チ
テ
フ
リ
マ
ネ
ク

是
故
ソ
デ
フ
ル
峯
卜
云
々
　
狭
手
彦
連
ス
コ
シ
カ
レ
コ
レ
タ
ガ
ヒ
タ

リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『袖
中
抄
』
）

こ
こ
に
は
、

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
と
共
に

「
形
見
の
鏡
」
説
話
が
見
え
る
。

「
形
見
の
鏡
」
説
話
は
、

『和
歌
童
蒙
抄
』
が

「肥
前
国
風
土
記
日
」
と

示
す
よ
う
に
、

『
肥
前
国
風
土
記
』
に
出
典
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

『
肥
前
国
風
土
記
』
で
は
、

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
を
記
す

「
裾
振
峰
」
項

と
は
別
に

「
鏡
渡
」
項
に
記
さ
れ
る

（４
）
。
こ
の
両
話
は
、
本
来
別
項

目
に
記
さ
れ
る
別
話
で
あ
る
た
め
、

「和
歌
童
蒙
抄
』
自
身
が
す
で
に
末

尾
に

「狭
手
彦
ス
コ
シ
カ
レ
コ
レ
タ
ガ
ヒ
タ
リ
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、

同

一
の
人
物
の
話
と
し
て
は
結
末
部
分
が
矛
盾
す
る
が
、
狭
手
彦

。
弟
日

姫
子
と
い
う
人
物
名
の
一
致
に
よ
り
、

「和
歌
童
蒙
抄
』
は

「
タ
ガ
フ
」

と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
を
異
伝
と
し
て
捉
ら
え
併
記
す
る
。

『袖
中

-69-



抄
』
で
は
、
こ
の

『和
歌
童
蒙
抄
』
の
記
事
は
前
記

『萬
葉
集
』
巻
第
五

・
八
七

一
番
歌
詞
書
な
ど
と
も
並
べ
ら
れ
、

「
マ
ツ
ラ
サ
ヨ
ヒ
メ
　
ヒ
レ

フ
リ
ノ
ミ
ネ
」
の
項
の
下
に
類
衆
さ
れ
る
。
こ
の

『
肥
前
国
風
土
記
』
に

出
典
を
持
つ

「
形
見
の
鏡
」
説
話
は
、

「
松
浦

（さ
よ
姫
）
」
を
め
ぐ
る

歌
学
説
話
の
中
で
、
大
伴
狭
手
彦
を
仲
介
に

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
と
交
錯

す
る
異
伝

・
異
説
と
し
て
理
解
さ
れ
、
併
記
さ
れ
る
形
で
踏
襲
さ
れ
た
の

で
あ
ろ
う

（
５
）
。

こ
こ
で

一
つ
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
る
。

「松
浦
宮
物
語
』
の
末
尾
に

も
、
弁
少
将
が
帰
朝
す
る
際
に
形
見
と
し
て
鏡
を
受
け
取
る
場
面
が
存
す

る
こ
と
で
あ
る
。
別
れ
の
形
見
に
鏡
を
送
る
形
の
説
話
の
成
立
と
展
開
に

つ
い
て
は
、
奥
津
春
雄
氏

「
室
町
末
期
の
竹
取
説
話
―
付

・
形
見
の
鏡
の

成
立
―
」

（徳
島
文
理
大
学
　
文
学
論
叢
　
第
２
号
　
昭
６０
）
に
詳
し
く
、

中
世
に
行
わ
れ
た
竹
取
説
話
に
こ
の
要
素
が
付
随
す
る
こ
と
が
、
そ
の
展

開
を
追
っ
て
指
摘
さ
れ
る
が
、
竹
取
説
話
に
付
記
さ
れ
る

「形
見
の
鏡
」

の
要
素
の
早
出
例
は
、

「古
今
和
歌
集
序
聞
書
　
一二
流
抄
』
な
ど
の
鎌
倉

中
末
期
古
今
集
注
釈
書
で
あ
り
、

「松
浦
宮
物
語
』
に
見
え
る

「
形
見
の

鏡
」
の
要
素
は
、
竹
取
説
話
の
系
譜
以
外
の
も
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、

比
較
的
早
い
時
期
の
例
と
い
え
よ
う
。

『松
浦
宮
物
語
』
に
見
ら
れ
る

「
形
見
の
銃
」
は
、
別
れ
に
際
し
、
女

性
か
ら
男
性
に
贈
ら
れ
る
と
い
う
形
を
と
る
。

『和
歌
童
蒙
抄
』

『袖
中

抄
』
所
収

『肥
前
国
風
土
記
』
は
、
男
性
が
女
性
に
贈
る
と
い
う
形
を
と

り

『松
浦
宮
物
語
」
と
は
男
女
が
逆
で
あ
り
、

「松
浦
宮
物
語
』
の
例
は
、

む
し
ろ
竹
取
説
話
に
近
い
形
で
あ
る
。
し
か
し
、

「
形
見
の
鏡
」
の
要
素

を
含
む
竹
取
説
話
が
、

『古
今
和
歌
集
序
聞
書
　
一二
流
抄
』
以
上
に
湖
れ

な
い
現
時
点
で
は
、
こ
の
要
素
を
含
む
初
出
例
で
あ
る

『肥
前
国
風
土
記
』

の

「
形
見
の
鏡
」
説
話
を
引
用
し
、
そ
れ
を

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
と
併
記

す
る

『和
歌
童
蒙
抄
』

『袖
中
抄
』
の
記
事
は
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

冒
頭
に
も
記
し
た
よ
う
に
、

『和
歌
童
蒙
抄
』

『袖
中
抄
』
所
収
記
事

が

「松
浦
宮
物
語
』
構
成
要
素
の
直
接
典
拠
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
が
、

『和
歌
童
蒙
抄
』

『袖
中
抄
』
の
記
事
で
は
、
男
主
人
公
大
伴
狭
手
彦
が

大
陸

（６
）
へ
渡
る
理
由
も
他
国
の
乱
を
平
定
す
る
た
め
で
あ
る
と
さ
れ
、

こ
の
よ
う
な

「松
浦
」
関
係
説
話
の
要
素
を

『袖
中
抄
』
か
ら
拾
い
集
め

て
み
る
と
、
①
松
浦
の
山
か
ら
男
主
人
公
を
見
送
る
、
②
大
陸
に
渡
り
他

国
の
乱
を
平
定
す
る
、
③
形
見
の
鏡
の
存
在
な
ど
、

『
松
浦
宮
物
語
」
と

類
似
す
る
点
が
幾
つ
か
指
摘
で
き
る
。

『松
浦
宮
物
語
』
の
作
者
を
定
家

と
断
定
す
る
証
左
は
い
ま
だ
見
な
い
が
、

『
袖
中
抄
』
の
よ
う
な
、
恐
ら

く
多
く
の
異
伝

・
異
説
を
類
衆
す
る
こ
と
を

一
つ
の
目
的
と
し
た
で
あ
ろ

う
歌
学
書
を
身
近
に
持
つ
人
物
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
に
収
集
さ
れ
た
既
存
の

「
松
浦
」
関
係
説
話
類
か
ら

『松
浦
宮
物
語
』
に
も
見
ら
れ
る
要
素
の
内

幾
つ
か
を
得
る
こ
と
は
容
易
で
あ

っ
た
だ
ろ
う

（７
）
。

注（１
）

「定
家
と
物
語
―

『松
浦
宮
物
語
』
試
論
―
」

（
『
論
集
藤
原
定

家
』

和
歌
文
学
会
編
　
笠
間
書
院
　
昭
６３

・
９
）
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（２
）
歌
枕

「
松
浦
」
と
共
に

「
ひ
れ
振
り

（さ
よ
姫
）
」
の
故
事
以
外

を
和
歌
に
詠
む
も
の
に
は
、

『松
浦
明
神
本
縁
起
』
な
ど
に
見
ら
れ

る
鏡
宮
明
神
を
詠
み
込
む
、

『紫
式
部
集
』

（十
八
）

「
あ
ひ
見
む

と
お
も
ふ
こ
こ
ろ
は
ま
つ
ら
な
る
か
が
み
の
か
み
や
そ
ら
に
み
る
ら

む
」
、

「俊
忠
集
』

（
二
四
）

「
い
か
て
わ
れ
こ
こ
ろ
つ
く
し
の
ま

つ
ら
な
る
鏡
に
か
け
て
み
ゆ
る
わ
さ
せ
む
」
な
ど
の
例
が
あ
る
。
ま

た
、

『源
氏
物
語
』
玉
菫
に
も

「
君
に
も
し
心
た
が
は
ゞ
ま
つ
ら
な

る
銃
の
神
を
か
け
て
ち
か
は
ん
」
の
例
が
あ
り
、
こ
の
部
分
に

『河

海
抄
』
は

「或
古
老
物
語
云
」
と
し
て

「
肥
前
国
松
浦
郡
鏡
明
神
」

の
縁
起
を
挙
げ
注
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な

「鏡
宮
」
を
伴
う
例
は
概

し
て
小
数
で
あ
る
。

（３
）

『十
訓
抄
』
は
、
軍
に
出
向
い
た
男
を
待
ち
続
け
た
女
が
石
と
化

し
た
と
い
う

「
望
夫
石
」
の
故
事
に
対
す
る

「
我
国
」
の
例
と
し
て

「
ひ
れ
振
り
」
説
話
を
併
記
す
る
。

（４
）
こ
の

「
形
見
の
鏡
」
説
話
の
結
末
は
、

『肥
前
国
風
土
記
」
で
は
、

「
分
別
之
日
　
取
鏡
与
婦
　
々
含
悲
滞
　
渡
栗
川
　
所
与
之
鏡
　
緒

絶
沈
川
　
因
名
鏡
渡
」
と
、
弟
日
姫
子
の
持
つ
鏡
の
緒
が
切
れ
て
鏡

が
川
に
沈
ん
だ
と
さ
れ
る
が
、

『和
歌
童
蒙
抄
』
は
、
弟
日
姫
子
が

鏡
を
抱
い
て
川
に
沈
ん
だ
と
し
、
両
書
で
異
な
る
。

（５
）

『
八
雲
御
抄
』
が

『和
歌
童
蒙
抄
』
を
引
用
す
る
こ
と
は
、
す
で

に
指
摘
が
あ
る
が
、

「八
雲
御
抄
』
巻
四

・
言
語
部
料
簡
言
に
も
、

や
は
り

『和
歌
童
蒙
抄
』
同
様
に

『
肥
前
国
風
土
記
』
が
引
用
さ
れ
、

「
ひ
れ
振
り
」
と

「
形
見
の
鏡
」
の
両
説
話
が

一
項
目
に
併
記
さ
れ

２
つ
。

（
６
）

『袖
中
抄
』
中
で
も
考
証
さ
れ
る
よ
う
に
、
男
主
人
公
が
渡

っ
た

国
は
、

「新
羅
」

「
百
斉
」

「唐
」

「
任
那
」

「
漢
国
」
と
諸
書
に

よ
り

一
定
せ
ず
、

「松
浦
宮
物
語
」
と
の
単
純
比
較
は
で
き
な
い
。

（
７
）
歌
学
書

・
注
釈
書
な
ど
で
は
、　
一
つ
の
和
歌

・
歌
語
に
収
散
す
る

別
伝
が
渾
然

一
体
と
な
る
例
も
ま
ま
見
ら
れ
る
。
成
立
は
鎌
倉
期
ま

で
湖
れ
る
と
さ
れ
る

『陽
明
文
庫
本
堀
河
百
首
古
注
』
は
、
小
稿
中

に
引
用
し
た

『堀
河
百
首
』
基
俊
歌

（初
恋

。
一
一
三

一
）
を
注
し

て
、

「
松
浦
姫
と
は
遣
唐
使
を
慕
て
沖
の
石
と
な
れ
る
也
　
佐
用
姫

は
大
伴
狭
手
彦
か
妻
也
」
と
、

「十
訓
抄
』
に
も
見
え
る

「
望
夫
石
」

の
故
事
を
さ
よ
姫
に
あ
て
は
め
る
。

『
和
歌
色
葉
』
に
は

「
松
浦
明

神
と
て
今
に
お
は
す
る
は
、
か
の
ま
つ
ら
さ
よ
姫
の
な
れ
る
也
と
ぞ

い
ひ
伝
へ
た
る
。
」
と
、
さ
よ
姫
が
松
浦
明
社
と
な
っ
た
と
す
る
説

が
挙
げ
ら
れ
る
。
出
典
が
異
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
併
記
し
示
さ
れ

る

「
松
浦
」
を
め
ぐ
る
別
伝
が
、
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
と
理
解
さ

れ
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、

「
形
見
の

鏡
」
説
話
も

「松
浦
」
を
め
ぐ
る
説
の
一
つ
と
し
て
、

「
ひ
れ
振
り
」

説
話
に
交
錯
す
る
も
の
と
捉
ら
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
と
思
う
の
で
あ
る
。

（う
ん
の
。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）


